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移住者 side 

 

【伊予市双海町】冨田敏さんと松本さん 

「不便だけど、みんなが離れていかない魅力がある」(冨田さん) 

 「冨田さんは“地域おこし”をお願いします」 

平成 23 年 7 月、伊予市双海地域事務所。双海地区の

初代地域おこし協力隊の冨田敏さんは着任初日、市職員の

言葉に耳を疑った。地域おこし協力隊は、高齢化や過疎化の

進む地方に外部の人材を受け入れ、地域力の維持・発展を

目指す総務省の事業。伊予市の募集要項には、総務省が掲

げる活動項目が一通り列挙されていた。 

ただ、実際に現場に入れば研修があり、具体的な活動内容

が伝えられるのだろう。そう、思っていた。 

冨田敏（とみた・さとし）さん。東京都出身。都内の広告代理

店に勤務していたが、平成 19 年のリーマンショックによる経済

危機を機に退職。23 年、東日本大震災後に移住を検討し、

23 年 7 月に伊予市双海町の地域おこし協力隊に着任。27

年 4 月の任期終了後も、地域づくりにかかわる。 

 

JR 下灘駅で瀬戸内海に沈む夕日を眺める冨田敏さんと松本宏さん 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.３  
                      2016.June 
移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 
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■安心して子育てがしたいと移住を決断 

 根っからの仕事人間。東京の広告代理店に勤務し、40

代前半で事務と営業部門の責任者を任されるに至った

が、18 年に一粒種の長女が生まれたことで人生がかわっ

た。23 年に東日本大震災が発生。東京電力福島第１

原発事故による放射能漏れは、東京で子育てをしていた

冨田家にも影を落とした。安心できる環境で子育てをした

いと地方移住を考えたが、納得のいく仕事が見つからない。

そんな時に目にしたのが、地域おこし協力隊だった。 

地域おこしに興味があるとはいいがたく、協力隊は「移住

の手段」。愛媛は出張で松山市を訪れた程度で、縁があっ

たわけではない。西日本で募集をしている市町村を書き出

し、妻に「移住しようと思う。このなかから、住みたい場所を

選んでほしい」と聞いた。東京生まれ、東京育ちで提示され

た自治体に縁のない妻が出した条件は「自宅から通える範

囲に小学校があり、雪が降らない地域」。あてはまったの

が、伊予市双海地域だった。 

 ■作業着であいさつまわり。「怪しい人」 

  協力隊として具体的な任務を与えられず、始めたのが

住民へのあいさつまわり。地域で浮かないように作業着を着

て、住宅地図を手に一軒一軒訪問したが、真新しい作業

着姿の男は住民にとって「怪しい存在」。セールスマンと間

違えられ、役所に問い合わせの電話が入ったこともあった。 

 移住が正しかったのか悩むこともあった。標準語を話す長

女が、保育園の登園初日に地元の児童から「話し方が

変」と笑われ、登園を拒否するようになったのだ。「子どもの

ためを思って決断した移住なのに」。毎朝、保育園に行きた

くないと泣く長女の姿に心が痛んだ。だが、しばらくすると長

女は自宅で伊予弁を練習するようになった。 

「ほやけん」「そやけん」 

そして、３ヶ月もすると泣かずに保育園に通うようになり、

いつしか伊予弁で父親を注意するようになった。「とと(お父

さん)、それいかんのよ」。 

 長女が双海に溶け込むのと歩調を合わせるように、協力

隊の仕事も動き始めた。逆効果だった作業着をやめ、地元

のトライアスロン大会でスタッフ用に配られた黄色い T シャツ

を“制服”とした。「黄色い服の人」のうわさは広がり、個別

訪問をすると「やっとうちにも来てくれたか」と迎えられるように

なったが、地域を知れば知るほど、着任前に考えていた“地

域おこし”の方法のなかに実態に即していないものがあること

に気が付いた。  

  

■「不便だけど、離れない魅力がある」 

双海には商店がほとんどなく、買い物には車が欠かせない

が、車の運転ができない高齢者には、近所の人が「買い物に

行くけど、一緒に乗っていく？何か買ってこようか？」と手助け

をしていた。買い物用車両の運行や移動販売も考えていた

が、それは地域の求めではないと思った。「不便な地域だけれ

ど、ここにはみんなが離れない魅力がある」。では、足りないも

のは何だろう。導き出した答えの一つが、「みんなが集まる場

所」だった。 

25年1月に「しずむ夕日が立ちどまる町の軽トラ市」を始め

た。覚えやすいよう毎月、最終土曜日に開催。会場では、昔

なじみの高齢者が世間話に花を咲かせ、自分たちだけで買い

物をする習慣のない子供たちが小遣いを手に走り回る。開始

から３年半が経過し、出店者の３分の１は地域外からやっ

てくるようになった。地域のみんなが集まるための場所は、いま

や地域の外の人と交わる場所の役割も担っている。 

 地域住民による任期延長を求める署名活動があり、最長

３年の協力隊任期が９か月延長され、昨年４月に任期を

終えた。異例の任期延長を経験した“伝説”の協力隊は、県

内外の講演に招かれることも多く、着任２年目から“制服”と

している赤い T シャツにジーンズで、全国各地に足を運ぶ。 

 「地域になじみすぎると協力隊として活動しづらいこともあ

る。意識してよそ者であり続けた」という協力隊の任期を終え

て１年が過ぎた。「お年寄りと子どもが双海に住み続けられる

ための会社を立ち上げたい」と語る冨田さんの本当の移住物

語は、これから始まるのかもしれない。 

今年４月、東京・有楽町で開かれた移住セミナーで話をする冨田敏

さん。移住や地域活性化に関する勉強会などに講師として招かれる

機会も多い。 
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■双海にとっての救世主 

 冨田さんに続き、双海地区には 2 人の協力隊が着任し

た。その 2人も今年 3月に3年の任期を終え、4月には新

しい協力隊が入った。冨田さんら協力隊が中心となって企

画した移住体験ツアーを通じて、子育て世代の移住者が

増加。昨年には伊予市で地域づくりに取り組む３団体が

中心となって、市の移住定住促進のアクションプランを策定

した。間もなく、市の移住相談を一元管理するワンストップ

窓口が誕生する見通しだ。 

地域が動き始めると、それまでつながりの薄かった 40 代

女性の連携が生まれた。商売っ気をなくしていた商店の主

人が新商品開発に乗り出した。松本さんは冨田さんの存

在をこう語る。「双海にとって、救世主やったんやないかな」 

松本さんは一昨年４月、双海地域事務所から本庁の

市民税務課(現税務課)へ異動になったが、市内外の関連

イベントに顔を出し、自費で東京の移住セミナーを視察す

る。税務課に寄せられる固定資産税の相談にも積極的に

応じる。移住に欠かせない空き家物件の情報が得られるか

もしれないからだ。これまで黒子に徹してきた松本さんは、取

材の最後に本音を口にして、笑った。「本当は自分の手で

地域づくりにかかわりたいんよ」 

■沈みかけていた町づくり 

 5年前の 6月、JR下灘駅に降り立った冨田敏さんを出

迎えた日のことを、伊予市役所職員の松本宏さんは今で

も鮮明に覚えている。「しずむ夕日が立ちどまる町」を掲

げ、夕日による町づくりを進める伊予市双海町。かつて日

本で一番海に近い駅だった下灘駅は、瀬戸内海に沈む

夕日を間近に見ることのできる人気の場所だ。 

 松本さんはこの地域に生まれ育ち、双海町役場に入庁

した。市町村合併で伊予市職員となり、財団法人えひめ

地域政策研究センターに出向。2010 年に地元の伊予

市双海地域事務所に異動になった際に、疲弊した地域

を目の当たりにした。夕日による町づくりも「すでに沈みかけ

ているような状態」だったという。 

 研究センターで得た地域活性に関する知識を生かし活

動しようにも、仲間が見つからない。目をつけたのが、当時

導入が始まったばかりの地域おこし協力隊。地域事務所

の若手職員と 33 の集落を回り、要望を聞き、報告書を

まとめた。そして、上司にかけあった。「双海には協力隊が

必要です」 

■「僕が双海に呼んだんやけん」 

 11 年 4 月に東京での募集説明会に参加し、伊予市

双海地区には 1人の採用枠に 10人を超える応募があっ

た。書類選考を経て面接に進んだのは４人。松本さん

は、面接当日の現地案内を担当した。 

双海町には平地がほとんどなく、海のすぐ近くまで山が

せり出す。「双海のありのままの姿を知ってほしい」と、面接

者を車に乗せて、あえて狭く険しい山道を走った。「まるで

ジャングルクルーズ。自分には無理だと思った」。ペーパード

ライバーだった冨田さんは現地案内をこう振り返る。着任

後、冨田さんは双海の山道に苦しめられるのだが、その度

に松本さんは助手席に座った。危なっかしい運転を「足を

踏ん張って」見守ったという。 

「一緒に活動してくれる人がほしい」と思って協力隊を

求めたが、自身は黒子に徹した。地元メディアに協力隊の

活動を PR し、県内外の知人に冨田さんを講師として起

用するよう売り込んだ。お酒が入る会合に招かれた冨田さ

んの送迎役を買って出ることもあった。その理由は一言。

「僕が双海に呼んだんやけん」。 

 
地元 side 

松本宏さん 双海町(現伊予市)下灘地区出身。大学卒業

後、双海町役場に入り、平成 17 年の市町村合併により伊予

市役所職員に。財団法人えひめ地域政策研究センター出

向などを経て、現在は伊予市税務課に在籍。 

かつて「日本一海に近い」駅だった JR 下灘駅に立つ松本宏さん㊧と冨

田敏さん。 
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伊予市双海町(地図は伊予市全域) 

愛媛県中予地方にある伊予市の南西部に位置する。平成 17年に旧伊予市、中山

町と合併し伊予市になる。瀬戸内海のなかでは島の少ない部分に面しているため、

海に沈む夕日が見られるとして「しずむ夕日が立ちどまる町」として町づくりを行

っている。 

 

JR 下灘駅 

伊予市双海町にある JR 四国予讃線の駅。ホームか

ら瀬戸内海を一望でき、観光客も多く訪れる。海岸を

埋め立てて国道が開通するまでは、「日本一海に近い

駅」だった。JR の青春 18 切符のポスターに掲載され

たことで、全国的な知名度が向上。映画やテレビドラ

マの撮影にも利用されている。 

平成 26 年からは JR 四国の観光列車「伊予灘ものが

たり」が運行を開始した。下灘駅は「伊予灘が美しく

見える駅」として停車駅に指定されており、地域住民

によるホームでの出迎えも行われている。 


